
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

レストランサービス
技能検定（国家資

格）
③ 39人 35人

人
ホテル・マネジメント

技能検定３級
（国家検定）

③ 31人 1人

人
ホテルビジネス
実務検定２級

③ 27人 25人

人
サービス接遇
実務検定２級

③ 82人 65人

％

■卒業者に占める就職者の割合

： ％

（令和 4

41

■就職希望者数　　　： 41

京都ホテル観光
ブライダル専門学校

平成2年6月11日 田中　幹人

〒604-8006
京都市中京区河原町二条下ル
下丸屋町396番地の3

（電話） 075-241-0191

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人大和学園 昭和29年5月28日
理事長

田中　誠二

〒604-8006
京都市中京区河原町二条下ル
下丸屋町396番地の3

（電話）

商業実務 商業実務専門課程
ホテル学科

宿泊・料飲コース
平成６年文部科学大臣告示

第８４号

（別紙様式４）

令和5年8月1日
（前回公表年月日：令和4年10月1日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

－

学科の目的

教育基本法及び学校教育法に基づき、ホテル分野の教育を施し、以下に示す時代の養成に応え得る専門知識及び技能と態度・姿勢を習得させるとともに、
教養豊かな職業人の育成を図ることを目的とする。
１．国際文化観光都市・京都で豊かな感性を学び、人を感動させ、幸せを与えることができるホスピタリティマインド（おもてなしの心）を身につけている。
２．ホスピタリティ業界で活躍し続けるために、前に踏み出し、目標に向かってやり遂げる力を身につけている。
３．相手の意図をくみ取り、論理的に分かりやすく表現するコミュニケーション能力を身につけている。
４．グローバル社会や環境の変化に柔軟に対応し、ICTの利活用やDXを推進することで企業利益につなげる創造力を身につけている。
５．専門知識や技術、取得した資格を企業や業界の成長・発展に貢献する実践力を身につけている。

075-241-0891

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

140人の内数 65人の内数 2人 4人の内数 2人の内数 6人の内数

0 0
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内数） 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1720 510 1080 130

学期制度
■前期：４月１日～９月３０日

■後期：１０月１日～３月３１日
成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
確認試験等を実施し、小テスト・課題提出などを勘案し、ＡＢ
Ｃにて評価する。

長期休み

■学年始：４月１日
■夏　 季：７月２１日～８月３１日
■冬　 季：１２月２１日～１月８日
■春　 季：３月２１日～４月８日
■学年末：３月３１日

卒業・進級
条件

・学習評価は原則として科目ごとの試験により行う。評価は
100点法とし、60点以上を合格とする。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ・京都府専修学校各種学校協会主催の体育大会に向けた

バレー・卓球チームによる課外活動・進路や学校生活に関する相談や欠席数が規定回数を超えそう
な学生に対し個別の連絡や面談などを行い指導する。また、状
況に応じて保護者へ連絡し、家庭においても指導いただく。

■サークル活動： 有

就職等の
状況※２

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
（令和4年度卒業者に関する情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

■主な就職先、業界等（令和4年度卒業生）

令和5年5月1日 時点の情報）

・株式会社ブライトンコーポレーション・株式会社ロイヤルホテル・
京阪ホテルズ＆リゾーツ・ホテルオークラ神戸・まつや千千・ザ・
リッツ・カールトン京都・ホテルグランヴィア京都・東急リゾーツ＆
ステイ株式会社・シェラトン都ホテル大阪・HOTEL THE MITSUI
KYOTO・THE GATE HOTEL 京都高瀬川 by HULIC・センタラグラ
ンドホテル大阪・JWマリオット・ホテル奈良など関西を中心に全国
各地へ就職している。

100.0
■その他

年度卒業者に関する

■就職者数　　　　　　： 41

■就職率　　　　　　 　： 100.0

■就職指導内容
１年次より、自己分析やビジネスコミュニケーション、就職試験対
策などの実践的な授業と並行し、キャリアデザインという授業で
業界や職種理解、就職活動を進めるにあたっての心構えや仕事
や社会人について、考え、学び、職業観の醸成に努めている。ま
た、採用試験が始まる時期には、履歴書、エントリーシートの添
削や模擬面接の個別指導を担任と就職担当とが連携しながら、
対応している。

■卒業者数　　　　　　：



6 名 8.2 ％

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.kyoto-carriere.ac.jp/dpt_hotel/

進路変更・・入学前に興味のあった他分野や入学後始めたアルバイトへの進路変更など　　学習意欲の低下・・資格検定取得や就職活動が上手く行かず意欲が低下した
学費滞納・・学費工面が難しく、期日通りの納入が出来なくなったため

■中退防止・中退者支援のための取組
・担任による個々に合わせたきめ細やかなサポート
出欠情報の共有によるタイムリーな指導、サポート
・産学連携授業や業界・企業研究などによる職業観の醸成
・本校独自の奨学金制度と学費延納制度、入学前における詳細な学費説明の徹底

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
特待生、ＡＯ入学奨学金、資格認定奨学金、語学検定奨学金、自宅外通学奨学金、再進学サポート奨学金、同窓生ファミリー奨学金、ダブルラ
イセンス進学奨学金、特別指定校奨学金、留学生奨学金Ａ、留学生奨学金Ｂ、グローバル奨学金、留学生特別奨学金

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象　（実績：０名）

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

令和4年4月1日時点において、在学者73名（令和4年4月1日入学者を含む）

令和5年3月31日時点において、在学者67名（令和5年3月31日卒業者を含む）　

■中途退学の主な理由

https://www.kyoto-carriere.ac.jp/dpt_hotel/


種別

①

③

作岡　友樹
京都ホテル観光ブライダル専門学校

校長代行
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

奥山　勉
京都ホテル観光ブライダル専門学校

副校長・ホテル学科　学科長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

金子　貴行

令和5年4月1日～
令和6年3月31日

（開催日時）
第1回　令和5年6月23日（水）　15:30～17:00
第2回　令和5年9月29日（金）　15:30～17:00

（５）教育課程編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況（昨年の委員会から）

京都ホテル観光ブライダル専門学校
ホテル学科　教員

令和5年4月1日～
令和6年3月31日

辻　智子
京都ホテル観光ブライダル専門学校

就職部　部長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

安部　典子
京都ホテル観光ブライダル専門学校

教務部　主任
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

丸岡　文有
京都ホテル観光ブライダル専門学校

広報渉外部　部長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

2回の教育課程編成委員会にていただいた提言を元に、本校におけるカリキュラム検討委員会、教員会にて審議し、取り
入れたものは以下のとおり。
●エクセルやワードの基礎的なPCスキルを身につけてほしい。簡単な表計算からの応用、メールでお客様とやり取りをす
る際のマナーや文書作成能力を強化できる授業があると良い。
　⇒ＰＣスキルの底上げを図るため、ＩＣＴ科目は最低限のタッチタイピングや操作能力が身につけられる授業展開とする。
●アフターコロナ禍でインバウンドが回復すれば英会話は今後ますます必要になってくる。
　⇒英語科目および留学プログラムの内容を強化するとともに海外留学に特化した専攻の新設も視野に検討を続ける。
●京都ならではの学びや取り組みをしてほしい。
　⇒京都で学ぶ意義として、京都ならではの要素を授業に盛り込む。

令和5年4月1日現在

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
我が国のホスピタリティ産業の次代を担うホテル、ブライダル及び旅行の各スペシャリスト養成教育の質的向上に貢献す
るため、教育課程編成委員会の委員として産業界、企業等の役職員を選出し、企業等の様々な意見や要請などを十分に
活かしながら、実践的かつ専門的そして、先駆的な職業教育モデルを構築し、中核的専門人材の養成教育を展開する。
また、生徒のインターンシップやアルバイト、就業先への定期的な訪問やセミナー、講座などによる招聘時に人事や営業
担当の方々に対してヒアリングを行い、各授業科目の開設や内容などの改善・工夫などに活用する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

教育課程編成委員会は、学則第２５条で示すとおり、教職員および企業等の役員または職員その他必要な委員を持って
構成している。委員会では、教育する分野における人材の専門性に関する動向を十分に把握・分析し、関係業界の要請
等を活かした実践的かつ専門的な職業教育を実践するために、教育課程のカリキュラムの編成、実施及び改善に関する
事項について提言し、その内容は、簡潔かつ明瞭に取りまとめ、本校の関係教職員で構成させるカリキュラム検討委員会
に報告する。そして、最終的には、校長及び専任の教員をもって構成される教員会の審議を経て校長が決定する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

麻生 周治
ヒルトン　日本・韓国・ミクロネシア地区担当

リージョナル人事業務統括本部長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

名　前 所　　　属 任期

森本　昌憲
一般社団法人 日本ホテル・レストランサービス

技能協会　会長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

田中　幹人
京都ホテル観光ブライダル専門学校

校長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

　原則として、年に2回（6月と9月）に開催予定

髙岡　良明
京都ホテル観光ブライダル専門学校

教務部　部長

槇塚　康直
京都ホテル観光ブライダル専門学校

ホテル学科　教員
令和5年4月1日～
令和6年3月31日



ホテルオークラ京都、ウェスティン
都ホテル京都、都ホテル　京都八
条、ザ・プリンス京都 宝ヶ池、ハイ
アット リージェンシー 京都、ザ・サ
ウザンド キョウト、京都センチュ

リーホテル、ザ・リッツ・カールトン
京都、ホテルグランヴィア京都、
ACE HOTEL KYOTO、ザ・ホテル
青龍　京都清水、HOTEL THE

MITSUI KYOTO、NOHGA HOTEL
KIYOMIZU KYOTO、アマン京都、
びわ湖大津プリンスホテル、ザ・
リッツ・カールトン大阪、宝塚ホテ

ル

ホテルインターンシップ

ホテルの各セクションで業務を行うことで、ホテルで働く厳
しさや喜びを体験し、前向きで正しい職業観を醸成すると
ともに、礼儀や言葉遣いなど社会人として基本的な能力の
必要性を学びます。ホテルでの４週間必修となり、①ホス
ピタリティマインドの修得②会社組織の把握③専門知識・
技能の修得を目指した研修内容とします。
※令和3年度はコロナの影響で現場での研修は行わず、
オンラインプログラムやゲスト講師を招聘しホテルで働く職
業観を醸成します。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
学生が業界や職種について理解し、一人前の職業人となるために、現場経験が豊富でキャリアモデルとして学生の手本と
なるような講師を紹介いただける企業と連携を行っている。また、派遣いただいた講師には本校の施設設備を活用しなが
ら、業界の最先端の動向を指導いただくとともに、担当科目において業界で必要とされる最低限の知識・技能を身につけ
たか、学修成果の評価を行っていただける企業を選定している。

一般教養科目、専門教養科目、コミュニケーション科目、語学科目のそれぞれの科目において、各企業から講師を招き、
理論とともに実習・演習を交えて、目指すべき職業に必要とされる高度な実践力と豊かな創造力を養う授業展開を行って
いる。学修成果については、それぞれの科目において、学習態度、提出課題、出席などとともに試験を行い、一人ひとり成
績評価している。

（３）具体的な連携の例
科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

京阪ホテルズ＆リゾーツ（株）

株式会社C&G Value Design、ウェ
スティン都ホテル京都、NOHGA

HOTEL KIYOMIZU KYOTO、株式
会社ミリアルリゾートホテルズ、和
倉温泉加賀屋、有限会社東海特

殊観光サービス、京都市産業観光
局、東海旅客鉄道株式会社、

TAKAMI HOLDINGS株式会社、株
式会社J&Jヒューマンソリューショ
ンズ、ワタベウェディング株式会社

京都新卒応援ハローワーク、京都
ジョブパーク、株式会社オータパブ

リケーションズ

ホスピタリティセミナー

社会の仕組みや“仕事”について、また、将来目指す業界・
職種についての理解を深めます。個人ワークやグループ
ワーク、現場の方の講演等を通じて正しい職業観を持つと
ともに、業界・職種の現状について正しく理解し、「なりたい
気持ち」「なりたい目標」を叶えるための具体的な行動に移
します。※夏季インターンシップの事前指導も行います。

キャリアデザイン

就職活動のプロセスやポイントを理解し、採用試験突破に
必要とされるプレゼンテーション能力（文章表現力・面接表
現力）を身につけていきます。また、人事担当者を招聘した
セミナーにより、企業がどのような人材を求めているか、自
分がこれから何をすれば良いかについて理解し、就職活
動に活かします。各種セミナーや様々な面接官による面接
練習によって多くの刺激を得て気付きや発見をし、就職活
動を進めていく力・突破していく力を身につけます。

ダイバーシティ＆イン
クルージョン演習

ホスピタリティ業界で活躍する職業人として、ダイバーシ
ティの視点から様々な事例を読み解くとともに、多様なキャ
リア／ライフスタイルを学びます。



②指導力の修得・向上のための研修等
●研修名「令和５年度全国専修学校各種学校総連合会近畿ブロック協議会兵庫大会」（連携企業等：全国専修学校各種学校協会）
期間：２０２３年７月　　対象：職員２名
内容：各府県からの活動事例発表、パネルディスカッションなど

●研修名「京都府専修学校各種学校　府外研修」（連携企業等：京都府専修学校各種学校協会）
期間：２０２３年１１月　　　　　　対象：職員１名
内容：未定

●研修名「専門図書館関西セミナー」
期間：２０２３年６月・２０２４年１月　対象：職員１名
内容：未定

●研修中止等により実績なし

②指導力の修得・向上のための研修等

●研修名「高校生の進路選択行動の変化と今後採るべき募集戦略について」
　（連携企業等：株式会社リクルートDivision統括本部まなび進学情報Division）
期間：２０２２年９月１日（木）　　対象：職員１名
内容：「高校生の進路価値意識の今」「高校生の進路選択行動の変化とオープンキャンパスの在り方」
「情報誌媒体からプラットフォームへfor SCHOOLの進化」

●研修名「令和４年度「教員研修会」」
　（連携企業等：京都府専修学校各種学校協会主催）
期間：２０２２年９月３日（土）　　　対象：職員１名
内容：人の心を動かし、「わかる、できる、やれる」を引き出す指導法 ～学生の目的意識を形作る授業デザイン～

●研修名「令和４年度全国専修学校各種学校総連合会近畿ブロック協議会和歌山大会」（連携企業等：全国専修学校各種学校協
会）
期間：２０２２年７月２５日（月）　　対象：職員１名
内容：「各府県からの活動事例発表」、パネルディスカッション他

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等
●研修名「関西ホテレスセミナー」
期間：２０２４年３月　　対象：教員２名
内容：未定

●研修名「ホスピタリティインダストリー研究所」
期間：２０２３年１１月　対象：教員１名
内容：未定

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

ＦＤ（ファカルディ・ディベロップメント）による職能開発や人間的魅力の向上を図り、その成果をクライアントに還元するため
の研修を実施することを目的とし、集合研修、派遣研修、ＯＪＴ研修、通信教育を受講する機会を設けており、コンプライア
ンスマニュアルの「研修規程」に定めている。
集合研修は、対象教職員を一堂に集め、内部または企業等からの外部講師により、その能力向上のために実施するもの
であり、「育成計画研修」「職務別研修」「リーダー研修」「人権研修」の４つの区分に基づいた研修計画を立て、教職員一
人ひとりの能力の向上が学校全体の力になるよう取り組んでいる。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等



（４）学修成果

・ 就職率の向上が図られているか
・ 資格取得率の向上が図られているか
・ 退学率の低減が図られているか
・ 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか
・ 卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に
活用されているか

（１）教育理念・目標

・学校の理念・目的・育成人材像は定められているか
・学校における職業教育の特色は何か
・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか
・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者
等に周知されているか
・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニー
ズに向けて方向づけられているか

（２）学校運営

・ 目的等に沿った運営方針が策定されているか
・ 運営方針に沿った事業計画が策定されているか
・ 運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、
有効に機能しているか
・ 人事、給与に関する規程等は整備されているか
・ 教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか
・ 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されている
か
・ 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか
・ 情報システム化等による業務の効率化が図られているか

（３）教育活動

・ 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されてい
るか
・ 教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限
に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか
・ 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか
・ キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教
育方法の工夫・開発などが実施されているか。
・ 関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリ
キュラムの作成・見直し等が行われているか
・ 関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターン
シップ、実技・実習等）が体系的に位置づけられているか
・ 授業評価の実施･評価体制はあるか
・ 職業教育に関する外部関係者からの評価を取り入れているか
・ 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか
・ 資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置
づけはあるか
・ 人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教
員を確保しているか
・ 関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務
含む）を確保するなどマネジメントが行われているか
・ 関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や
教員の指導力育成など資質向上のための取組が行われているか
・ 職員の能力開発のための研修等が行われているか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、企業等の役職員および卒業生で組織される学校
関係者評価委員会を設置している。この委員会は、本校が経営の現状と課題について適切に把握し、教育活動及びその
他学校運営の改善を的確に行おうとしているかについて、客観的に評価することを目的としている。評価結果やいただい
た意見に対する改善方法について、今後の教育活動及びその他学校運営に活かしていくとともに、ホームページに掲載し
広く社会に公表することでより多くのステークホルダーの理解促進や提携協力につなげ、さらなる学校運営の改善を図っ
ていく。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



●学校運営の情報システム化は学生も理解して進められているか。
⇒従来紙で実施していたアンケート等をデジタル化し、試験的に授業のテストもデジタル化した。自動採点機能があるため、業務効
率化が図れているが作る手間もあるため段階的に行っている。
●就職率向上を図るうえでオンライン面接を取り入れている企業の対策はされているか。
⇒オンライン面接時に確認される傾向にある表情や仕草の事前チェックや、学内でオンライン面接をする際に使用できる機器を取り
揃えて就職支援と対策を行っている。

（１０）社会貢献・地域貢献

・ 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っている
か
・ 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか
・ 地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託
等を積極的に実施しているか

（１１）国際交流

・ 留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか
・ 留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がとら
れているか
・ 留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備され
ているか
・ 学習成果が国内外で評価される取組を行っているか

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）学校関係者評価結果の活用状況（昨年の委員会から）

（７）学生の受入れ募集
・ 学生募集活動は、適正に行われているか
・ 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか
・ 学納金は妥当なものとなっているか

（８）財務

・ 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
・ 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
・ 財務について会計監査が適正に行われているか
・ 財務情報公開の体制整備はできているか

（９）法令等の遵守

・ 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
・ 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか
・ 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか
・ 自己評価結果を公開しているか

（５）学生支援

・ 進路・就職に関する支援体制は整備されているか
・ 学生相談に関する体制は整備されているか
・ 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか
・ 学生の健康管理を担う組織体制はあるか
・ 課外活動に対する支援体制は整備されているか
・ 学生の生活環境への支援は行われているか
・ 保護者と適切に連携しているか
・ 卒業生への支援体制はあるか
・ 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか
・ 高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取
組が行われているか

（６）教育環境

・ 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されてい
るか
・ 学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な
教育体制を整備しているか
・ 防災に対する体制は整備されているか



種別
企業等委

員
企業等委

員
企業等委

員

卒業生

有識者

有識者

（４）キャリア教育・実践的職業教育
●キャリア教育の取組状況
●実習・実技等の取組状況
●就職支援等の取組状況

（５）様々な教育活動・教育環境
●学校行事の取組状況
●課外活動（サークル活動等）

（６）学生の生活支援 ●学生支援への取組状況

（１）学校の概要、目標及び計画

●理念・ビジョン
●アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシー
●校長名、所在地、連絡先等
●学校の沿革

（２）各学科等の教育

●入学者数、収容定員、在学学生数
●カリキュラム
●卒業要件
●取得資格、取得を目指す資格・検定
●資格取得、検定合格等の実績
●卒業者数、卒業後の進路（主な就職先）

（３）教職員 ●教職員数

https://www.kyoto-carriere.ac.jp/

（１０）国際連携の状況
●留学生の受入状況
●留学生募集要項

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（７）学生納付金・修学支援
●学費、納入時期等
●奨学金等

（８）学校の財務 ●資金収支計算書、収支収支計算書

（９）学校評価
●自己評価
●学校関係者評価結果

　ホームページにて情報提供

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
　企業等の業界関係者をはじめ、本校のステークホルダーである保護者、高校の教員、卒業生等に対し、透明性を持って
説明責任を果たすためにホームページを通じて、教育活動や学校運営に関する情報を積極的に発信する。また、「教育事
業そのもので社会に貢献していく」という考えを軸に取り組んできたＣＳＶ活動や行政・地域・企業との連携によるSDGs推
進活動を中心に学園の概要とあわせて「ホスピタリティ・レポート」としてまとめ、ホームページに掲載する。さらに財務諸表
などのデータ等は「大和学園データ集」として詳細を公表している。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生、校長等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
公表方法・・・・ホームページ　　公表時期・・・・令和5年10月
https://www.kyoto-carriere.ac.jp/greeting/evaluation.html

京都西山高等学校
教頭・教務部部長

令和5年4月1日～
令和6年3月31日
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

辻本 剛久

芦谷 俊貴
京都両洋高等学校　学習進路指導統括部

統括部長　学習進路指導部部長

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和5年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

麻生 周治
ヒルトン　日本・韓国・ミクロネシア地区担当

リージョナル人事業務統括本部長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

柿原　宏幸
京都ホテル観光ブライダル専門学校

同窓会長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

令和5年4月1日～
令和6年3月31日
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

船橋 香菜
株式会社スタイルズ

営業統括本部　ヒューマンリソース室　室長

青山   啓二  株式会社日本旅行　京都四条支店支店長

https://www.kyoto-carriere.ac.jp/
https://www.kyoto-carriere.ac.jp/greeting/evaluation.html
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○ ホスピタリティセミナー

ホスピタリティ業界に携わる講師を招聘して関連知識を学習し、「おも
てなしの心」の大切さとその基本知識を身に付けます。また、業界に
精通した講師による講義を通して、業界で求められる能力や知識を理
解します。就職後の自身の姿をイメージすることで、業界人として働く
意識を醸成します。

１
・
前

30 ○ ○ ○ ○

○ 自己分析
自分自身の強みや能力を再発見し、就職活動を通じてアピールできる
表現を見つけます。また、仕事をする目的を理解し、今後の就職活動
にむけて必要な準備をします。

１
・
前

30 ○ ○ ○

○ 美しい所作演習
「ホスピタリティマインド」は、形として表現されてはじめて相手に伝わり
ます。一人一人の持てる秘めた魅力を引き出しそれを表現できるよう
様々な角度から指導いたします。

１
・
前

30 〇 ○ ○

○
京都を遊ぶチームビル

ディング演習

入学間もないみなさんの、交流を生み出すきっかけづくりとしてのチー
ムビルディングや、キャンパスを出て、町の動きの只中で学ぶ「フィー
ルドワーク」を取り入れながら授業を進行します。毎回の授業はグ
ループワーク、プレゼンテーションを中心にすすめます。

1
・
前

30 〇 〇 〇

○ ビジネスマナー演習

日本のビジネスシーンにおける習慣やマナーを身につけることで、職
場での良好な人間関係を築くことができます。日本のコミュニケーショ
ンの特徴と、日本のビジネスシーンでの一般的なマナ－、およびホテ
ルや旅行、飲食、製菓業界での基本的なマナーを実践的に学びま
す。

1
・
前

30 〇 〇 〇

○
プレゼンテーション演習

Ⅰ

「自己分析」の講義内容と連携し、自己理解を深めながら、自分の個
性やホスピタリティマインドに自信をもち、それを他者にわかりやすく
伝える基本的な力を培います。

1
・
前

30 〇 〇 〇

○ サービス接遇演習Ⅰ

ビジネスが成立するためには、お客さまが満足すること、お客さまに役
立つ「価値」を提供する必要があります。そのために、お客さま応対の
現場で、お客さまに対してどのような貢献ができるかを考え、実行する
ための「サービスマナー」を身につけます。

1
・
前

30 〇 〇 〇

○ ICTソリューションⅠ

「ＩＣＴ」とはInformation ＆ Communication Technology（情報通信技
術）のこと、この科目では社会生活で求められる情報活用能力を身に
つけます。情報を正しく判断する能力である「情報モラル」やインター
ネットを安心して利用するための「情報セキュリティ」に関する知識を
習得します。

1
・
前

30 〇 〇 〇

○ キャリアデザイン

就職活動のプロセスやポイントを理解し、必要とされるプレゼンテー
ション能力（文章表現力・面接表現力）や語彙力を高めていきます。セ
ミナーや様々な面接官による面接練習によって多くの刺激を得て気付
きや発見をし、就職活動を進めていく力・突破していく力を身に付けま
す。

1
・
後

30 〇 〇 〇 〇

○
ビジネスコミュニケーショ

ン

初対面でも自らコミュニケーションを図る積極性を養います。コミュニ
ケーションワークやグループディスカッションなどを実施することで緊
張感を和らげ、人前で発言をすることが楽しくなる実践力の向上を目
指します。

1
・
後

30 〇 〇 〇

○ 就職試験対策
この授業では、就職試験の選考に勝ち残れるよう集団模擬面接（対
面）を強化し、Web面接も含め、面接の仕組みと筆記試験の仕組みに
ついての理解を深めます。

1
・
後

30 〇 〇 〇

○
プレゼンテーション演習

Ⅱ

効果的なプレゼンテーションを行うための基本知識と実践力を身に付
けます。就職活動はもちろん、ビジネスワーカーに求められるプレゼン
テーション技術と方法を習得し、自己PRをはじめとしたさまざまな質問
に対して、自信をもって伝える力を養います。その他、企業さまへの電
話演習も実践します。

1
・
後

30 〇 〇 〇

○ サービス接遇演習Ⅱ

この授業では、前期の「サービスマナー演習Ⅰ」に続き、「真のサービ
スとは何か」を追求し、プラスαの接遇スキルを身につけます。毎週の
ニュースチェックを習慣化し、時事問題に対する意識を高め、就職活
動やお客さまとの会話で発揮できる力を養います。

1
・
後

30 〇 〇 〇

○ ICTソリューションⅡ

社会生活で求められるＩＣＴ活用能力をさらに身につけるために、この
授業では文書作成、表計算の実習、プレゼンテーションの作成を行い
ます。また、Webサイトやモバイルの情報をアプリケーションで活用す
る方法も紹介していきます。パソコンを使い、自分のやりたいことを形
にする力を身につけます。

1
・
後

30 〇 〇 〇
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〇 宿泊実務
宿泊予約受付からチェックアウトに至るまでの仕事内容を学びます。
ホテル用語を中心に学び、業務の詳細を学習しながら、ホテル宿泊セ
クションを理解していきます。

１
・
前

30 〇 ○ ○

○ ブライダル概論
まずブライダル産業の業種を理解し、業務内容を把握します。最終的
にはホテルウエディングで活躍するために必要となる基本知識を理解
していきます。

１
・
前

30 ○ ○ ○

○ ホテル概論
ホテルでの組織やセクションがどんな役割や業務を担っているのかを
把握し、ホテル全体の概要を理解します。将来の幹部候補生としての
知識を身につけていきます。

１
・
前

30 ○ ○ ○

○ レストランサービス演習Ⅰ
レストランサービスに必要な知識や技術を学びます。お客様の来店を
想定し、ホールの準備から料理提供など、サービスに必要な基本動作
を繰り返し行います。

１
・
前

30 ○ ○ ○

〇 調理サービス実習

フランス・イタリア料理での調理法などを理解し、現場で活躍できる専
門知識を身につけると共に、お客様へのプレゼンテーションができる
知識を身につけます。また、試食により、お客様にタイミングよくサー
ビスすることの重要性を理解します。

１
・
前

30 〇 ○ ○

○ 接客英会話Ⅰ
外国のお客様との様々な場面を中心に、接客する側と接客される側
の会話を学びます。また、ロールプレイを通して発話練習を行い、接
客英会話を身につけます。

１
・
前

30 〇 ○ ○

○ 接客英会話Ⅱ
接客場面での会話だけではなく、外国のお客様に日本の文化等を紹
介したり、さらに広い範囲でのコミュニケーション力を身につけることを
テーマに授業を行います。

１
・
後

30 ○ ○ ○

○ ＨＲＳ特講Ⅰ
国家技能検定試験である、「料飲サービス技能士」３級の合格を目指
す授業です。立ち居振る舞い、ビバレッジのサービス方法、外客をもて
なす為の国際儀礼など、幅広い知識を学習します。

１
・
後

30 〇 ○ ○

○
ホテルビジネス実務検定

特講

ホテルビジネス実務検定ベーシックレベル２級の合格を目指し、基本
的な宿泊実務や料飲、宴会サービス、調理部門等の業務知識、専門
用語を中心に学びます。

１
・
後

30 ○ ○ ○

〇 ホテル業界研究

国内には多数の宿泊施設があるとともにその種類は多岐に分類さ
れ、それぞれの企業ごとに経営理念が異なり、持ち合わせる施設設
備や提供されるサービスにも違いがあります。ついてはそれらの特徴
を、事業所様からの講演を通じて理解するとともに、自分が目指した
いホテルや旅館などをイメージすることで就職活動における企業選択
の一助とします。

１
・
後

30 〇 〇 〇

○ レストランサービス演習Ⅱ

インターンシップの経験等からより高度なレベルに発展させます。料
理等のプレゼンテーション能力を習得し、レストランのホスピタリティマ
インドを具体的に学びます。また、予約状況を想定したシミュレーショ
ンも行い、適応能力も養います。

１
・
後

30 ○ ○ ○

○ ホテルインターンシップⅠ

おもてなしの最高峰であるホテルでの業務や、ブライダル分野での業
務を通して、将来目指すべきホスピタリティ業界で働く厳しさと働く喜び
を学び、また、どのような仕事も他との協力が必要であることを体験す
ることで、協調性を養うことを目的とする。

１
・
後

100 〇 〇 ○

○ 和作法演習
室町時代から伝わる小笠原流礼法を通して「和作法」を学び、和室で
の実習も重ね、実際に役立つように致します。学んだ作法や知識を理
解し、自分の言葉で伝える力も身に付けます。

2
・
前

30 〇 〇 〇

○ ＨＲＳ特講Ⅱ
国家技能検定試験である、「料飲サービス技能士」３級の合格を目指
す授業です。主に料飲接遇サービスを学習し、後半では過去10年間
の学科試験問題を行います。

２
・
前

30 ○ ○ ○

○ ＨＲＳ特講Ⅲ
国家技能検定試験である、「料飲サービス技能士」３級の合格を目指
す授業です。学科試験の夏季集中講座としてより一層理解力を高め
るために取り組みます。

２
・
前

30 ○ ○ ○
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○ ホテルマーケティング

顧客にとって最適な商品の提供を通じて利益をあげ、企業活動を継続
していくための、基本的なマーケティング知識の理解は、サービスス
タッフとしても不可欠です。ついてはこれまでの様々な企業のマーケ
ティング活動成功事例を、グループ・個人のワークを通じて調査、共有
し、売れる仕組みづくりの概念を理解します。

２
・
前

30 ○ ○ ○

○
ホテル・マネジメント技能

検定特講Ⅰ

本講座は2019年から新たに認可されたホテル、旅館業界のマネジメ
ントスキルに対する国家資格「ホテルマネジメント技能士３級」を取得
するための対策授業です。前期の本講座では国家試験取得以外にも
幅広く基礎的なマネジメント知識を習得することを目的としています。

2
・
前

30 〇 〇 〇

○ ホテル英会話Ⅰ
ホテル英会話の基本語彙・表現を学び、実際の場面を想定しながら学
びます。また毎回のレッスンでロールプレイを取り入れ、授業で習った
表現を定着させていきます。

２
・
前

30 ○ ○ ○

○ Ｆ＆Ｂサービス演習Ⅰ
６Ｆのホテル実習室でレストラン営業をし、プレートサービス等、イギリ
ス式サービスによる営業を行います。全員がどの役割においてもサー
ビスできるよう学びます。

２
・
前

60 ○ ○ ○

○ ICTソリューションⅢ

「Word」では視覚効果の高い文書や長文の作成をします。「Excel」で
は複数シートにまたがる計算やデータベースを含むビジネスフォーム
を学びます。さらに「PowerPoint」では図形やスマートアートを利用した
説得力のあるプレゼンテーションを作成します。またアプリケーション
間で情報を共有する方法や、Webやモバイル端末の正しい利用方法
を学びます。

2
・
前

30 〇 〇 〇

○ ソーシャルマナー演習

一年次に学んだサービススキルの知識と実践スキルをさらに発展さ
せ、異文化についての知識と多様性の理解も深めます。さらに、あら
ゆる方々に対して同じサービスをするためのマインドも学び、具体的
に実践する力を身につけます。

２
・
前

30 ○ ○ ○

○
ホスピタリティサービス演

習

ホスピタリティとは、自分を知り、他者を知ったうえで、お互いの違いを
認識しつつも認め合う心持ちです。価値観や考え方の違いを理解し、
寄り添い歩み寄ろうとする気持ちと行動は、ホスピタリティを伝える
サービスの基本です。この授業では、様々なワークなどの実践を通し
てホスピタリティとは何かを深く考えます。また、相手の要望を引き出
し、期待以上のサービスを実践すべく、より細やかなホスピタリティ・
サービススキルの向上や、社会に出てからも応用でき、柔軟かつパー
ソナルに対応できる「人間力」を養います。

2
・
前

30 〇 〇 〇 〇

○
ダイバーシティ＆インク

ルージョン演習

労働力不足やグローバル化への対応、日本型雇用慣行の破綻、世代
間格差などの問題に対する解決策として、ダイバーシティ経営が期待
されている一方で、「とりあえずダイバーシティ」の企業が多いことが課
題である。様々な事例を知り考えることで、真の目的であるインクルー
シブな組織に変えていくやり方を習得する。

2
・
後

30 〇 〇 〇

○ バンケットサービス
料理、サービス、デコレーション、舞台演出などの総合芸術ともいわれ
ている、この宴集会の役割や業務知識、演出などを実習を交えて習得
いたします。

2
・
後

30 〇 〇 〇

○
ホテル・マネジメント技能

検定特講Ⅱ

本講座は2019年から新たに認可されたホテル、旅館業界のマネジメ
ントスキルに対する国家資格「ホテル・マネジメント技能士３級」を取得
するための実技試験対策の授業です。この資格を手にすることで、社
会人としてのスタートダッシュや、より広い視野での考え方が身につく
ことでしょう。

2
・
後

30 〇 〇 〇

○ リーダーシップ論
コーチングスキルを通してリーダーシップを身につけ、これからの未来
を担い、社会に貢献する人材を目指します。

２
・
後

30 ○ ○ ○

○ ホテル英会話Ⅱ
ホテル内でのクレーム対応、観光案内など、英語対応を学びます。毎
回の授業にロールプレイを取り入れ、授業内で習った表現を定着させ
ます。

２
・
後

30 ○ ○ ○

○ Ｆ＆Ｂサービス演習Ⅱ
プラトーを使用したコンビネーションプレーやクロッシュサービス等、レ
ストランで行なわれている様々なサービス形態を身につけます。また、
ホテル等の関係者をお招きして、演習を実施します。

２
・
後

60 〇 ○ ○
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○ ホテルセールス演習
ホテルマーケティング業務において、特に重要な役割を担うセールス
について、高度なコミュニケーション能力と表現力を身に着けながら、
演習形式で学習します。

２
・
後

30 ○ ○ ○

〇
ホテル商品企画プロジェ

クト

国内ホテルの分類を再確認しながら、それぞれで提供される商品を調
査、分析し、自分たちが考えるホテル商品企画につなげます。ついて
は複数回にわたりメンバー構成を変えながら、国内の各ホテルがどん
な取り組みを行っているのか調査・発表するとともに、魅力的な企画
立案につなげます。

２
・
後

30 〇 〇 〇

○ ホテル宿泊プロジェクト

この授業ではこれまで学んできた宿泊実務での理論、ロビーアテンド
オペレーションや客室オペレーションでの実践を通じて得た知識や技
術を基礎に、ホテルの宿泊部門の司令塔となるフロントオフィススタッ
フの業務を理解します。

2
・
後

30 〇 〇 〇

○ ホテル料飲プロジェクト

①一流ホテルのメインダイニングやグランメゾンと呼ばれるフレンチレ
ストランにおけるサービスの流れや技法を学びます。特に演出効果の
高いロシア式サービスの基本を学ぶことにより、料飲に特化した専門
性の高い実習を展開します。②技術発表会（カクテルコンペティション・
レストランコンペティション）に参加します。③産学官連携プロジェクトま
たは、姉妹校とのコラボレーションに参加し成功体験を実感します。

2
・
後

30 〇 〇 〇

○
ロビーアテンドオペレー
ション

校内１Ｆロビーからスイートルームまでの立体的な導線を使用してロ
ビーアテンドの業務をシミュレーションし、サービステクニックやおもて
なしの心を学びます。

１
・
後

30 〇 ○ ○

〇 フードサービス演習
前期に履修した「調理サービス実習」を基礎にレストランサービスス
タッフとして活躍するために必要な食材、調味料、ソース、だしの種類
など和洋を織り交ぜた知識の習得を行います。

1
・
後

30 〇 〇 〇 ○ 〇

○ レベニューマネジメント
ホテルは在庫が持ちこせない商品を数多く取り扱います。ついては需
要予測にあわせ販売価格をコントロールし、利益の最大化を図るため
の考え方を理解していきます。

2
・
前

30 〇 〇 ○

○ 客室オペレーション
客室備品・設備の名称、クリーニングの手法、メイクベッドのポイント、
アメニティの知識等、ホテル客室部門に必要な知識をキャリエールス
イートを使用して身につけます。

２
・
前

30 〇 ○ ○

○ ソムリエ演習
前期のワイン概論で習得した知識を活かし、お客さまを意識したサー
ビス方法やサジェスチョン方法など、実習を交えながら体系的に学習
します。

2
・
前

30 〇 〇 〇

○
エグゼクティブサービス実

務

コンシェルジュスタッフに求められる資質やお客様像、顧客情報やホ
テル内外の情報収集方法と整理、部署間やスタッフ間での共有方法
を演習を通して学びます。

２
・
後

30 〇 ○ ○

○ バーテンダー演習

バーテンダーとしての高度な『知識』と『技術』を基本の反復練習にお
いて習得をします。カクテルの技法と材料、ペアリング・レシピ・バーで
の立ち振る舞いを学びます。嗜好の移り変わりと最新トレンドを学び、
外資系ホテルのミクソロジーカクテルを学びます。

2
・
後

30 〇 〇 〇

５３科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

　卒業要件：２年以上在学し、所定の課程を修め単位を修得した者
　履修方法：各科目ごとの試験の合格をもって履修したものとする

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

（留意事項）

合計 １７２０単位時間（　　単位）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

レストランサービス
技能検定（国家資

格）
③ 39人 35人

人
ホテル・マネジメント

技能検定３級
（国家検定）

③ 31人 1人

人
ホテルビジネス
実務検定２級

③ 27人 25人

人
サービス接遇
実務検定２級

③ 82人 65人

％

■卒業者に占める就職者の割合

： ％

（令和 4

41

■就職希望者数　　　： 41

京都ホテル観光
ブライダル専門学校

平成2年6月11日 田中　幹人

〒604-8006
京都市中京区河原町二条下ル
下丸屋町396番地の3

（電話） 075-241-0191

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人大和学園 昭和29年5月28日
理事長

田中　誠二

〒604-8006
京都市中京区河原町二条下ル
下丸屋町396番地の3

（電話）

商業実務 商業実務専門課程
ホテル学科

上級ホテルコース
平成６年文部科学大臣告示

第８４号

（別紙様式４）

令和5年8月1日
（前回公表年月日：令和4年10月1日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

－

学科の目的

教育基本法及び学校教育法に基づき、ホテル分野の教育を施し、以下に示す時代の養成に応え得る専門知識及び技能と態度・姿勢を習得させるとともに、
教養豊かな職業人の育成を図ることを目的とする。
１．国際文化観光都市・京都で豊かな感性を学び、人を感動させ、幸せを与えることができるホスピタリティマインド（おもてなしの心）を身につけている。
２．ホスピタリティ業界で活躍し続けるために、前に踏み出し、目標に向かってやり遂げる力を身につけている。
３．相手の意図をくみ取り、論理的に分かりやすく表現するコミュニケーション能力を身につけている。
４．グローバル社会や環境の変化に柔軟に対応し、ICTの利活用やDXを推進することで企業利益につなげる創造力を身につけている。
５．専門知識や技術、取得した資格を企業や業界の成長・発展に貢献する実践力を身につけている。

075-241-0891

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

140人の内数 65人の内数 2人 4人の内数 2人の内数 6人の内数

0 0
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内数） 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1880 540 1050 290

学期制度
■前期：４月１日～９月３０日

■後期：１０月１日～３月３１日
成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
確認試験等を実施し、小テスト・課題提出などを勘案し、ＡＢ
Ｃにて評価する。

長期休み

■学年始：４月１日
■夏　 季：７月２１日～８月３１日
■冬　 季：１２月２１日～１月８日
■春　 季：３月２１日～４月８日
■学年末：３月３１日

卒業・進級
条件

・学習評価は原則として科目ごとの試験により行う。評価は
100点法とし、60点以上を合格とする。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ・京都府専修学校各種学校協会主催の体育大会に向けた

バレー・卓球チームによる課外活動・進路や学校生活に関する相談や欠席数が規定回数を超えそう
な学生に対し個別の連絡や面談などを行い指導する。また、状
況に応じて保護者へ連絡し、家庭においても指導いただく。

■サークル活動： 有

就職等の
状況※２

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
（令和4年度卒業者に関する情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

■主な就職先、業界等（令和3年度卒業生）

令和5年5月1日 時点の情報）

・ウェスティンホテル大阪・パーク ハイアット 京都・株式会社ホテ
ルオークラ東京・ザ・リッツ・カールトン京都・ホテルグランヴィア京
都・HOTEL THE MITSUI KYOTO・ホテルオークラ京都 岡崎別
邸・ザ・リッツ・カールトン日光・センタラグランドホテル大阪・ザ・ホ
テル青龍　京都清水・京阪ホテルズ＆リゾーツ・ACE　HOTEL
KYOTOなど関西を中心に全国各地へ就職している。

100.0
■その他
・進学者数：1人

年度卒業者に関する

■就職者数　　　　　　： 41

■就職率　　　　　　　 ： 100.0

■就職指導内容
１年次より、自己分析やビジネスコミュニケーション、就職試験対
策などの実践的な授業と並行し、キャリアデザインという授業で
業界や職種理解、就職活動を進めるにあたっての心構えや仕事
や社会人について、考え、学び、職業観の醸成に努めている。ま
た、採用試験が始まる時期には、履歴書、エントリーシートの添
削や模擬面接の個別指導を担任と就職担当とが連携しながら、
対応している。

■卒業者数　　　　　　：



6 名 8.2 ％

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.kyoto-carriere.ac.jp/dpt_hotel/

進路変更・・入学前に興味のあった他分野や入学後始めたアルバイトへの進路変更など　　学習意欲の低下・・資格検定取得や就職活動が上手く行かず意欲が低下した
学費滞納・・学費工面が難しく、期日通りの納入が出来なくなったため

■中退防止・中退者支援のための取組
・担任による個々に合わせたきめ細やかなサポート
・ の出欠情報の共有によるタイムリーな指導、サポート
・産学連携授業や業界・企業研究などによる職業観の醸成
・本校独自の奨学金制度と学費延納制度、入学前における詳細な学費説明の徹底

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
特待生、ＡＯ入学奨学金、資格認定奨学金、語学検定奨学金、自宅外通学奨学金、再進学サポート奨学金、同窓生ファミリー奨学金、ダブルラ
イセンス進学奨学金、特別指定校奨学金、留学生奨学金Ａ、留学生奨学金Ｂ、グローバル奨学金、留学生特別奨学金

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象　（実績：０名）

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

令和4年4月1日時点において、在学者73名（令和4年4月1日入学者を含む）

令和5年3月31日時点において、在学者67名（令和5年3月31日卒業者を含む）　

■中途退学の主な理由

https://www.kyoto-carriere.ac.jp/dpt_hotel/


種別

①

③

作岡　友樹
京都ホテル観光ブライダル専門学校

校長代行
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

奥山　勉
京都ホテル観光ブライダル専門学校

副校長・ホテル学科　学科長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

金子　貴行

令和5年4月1日～
令和6年3月31日

（開催日時）
第1回　令和5年6月23日（水）　15:30～17:00
第2回　令和5年9月29日（金）　15:30～17:00

（５）教育課程編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況（昨年の委員会から）

京都ホテル観光ブライダル専門学校
ホテル学科　教員

令和5年4月1日～
令和6年3月31日

辻　智子
京都ホテル観光ブライダル専門学校

就職部　部長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

安部　典子
京都ホテル観光ブライダル専門学校

教務部　主任
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

丸岡　文有
京都ホテル観光ブライダル専門学校

広報渉外部　部長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

2回の教育課程編成委員会にていただいた提言を元に、本校におけるカリキュラム検討委員会、教員会にて審議し、取り入
れたものは以下のとおり。
●エクセルやワードの基礎的なPCスキルを身につけてほしい。簡単な表計算からの応用、メールでお客様とやり取りをする
際のマナーや文書作成能力を強化できる授業があると良い。
　⇒ＰＣスキルの底上げを図るため、ＩＣＴ科目は最低限のタッチタイピングや操作能力が身につけられる授業展開とする。
●アフターコロナ禍でインバウンドが回復すれば英会話は今後ますます必要になってくる。
　⇒英語科目および留学プログラムの内容を強化するとともに海外留学に特化した専攻の新設も視野に検討を続ける。
●京都ならではの学びや取り組みをしてほしい。
　⇒京都で学ぶ意義として、京都ならではの要素を授業に盛り込む。

令和5年4月1日現在

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針
我が国のホスピタリティ産業の次代を担うホテル、ブライダル及び 旅行の各スペシャリスト養成教育の質的向上に貢献する
ため、教育課程編成委員会の委員として産業界、企業等の役職員を選出し、企業等の様々な意見や要請などを十分に活か
しながら、実践的かつ専門的そして、先駆的な職業教育モデルを構築し、中核的専門人材の養成教育を展開する。また、生
徒のインターンシップやアルバイト、就業先への定期的な訪問やセミナー、講座などによる招聘時に人事や営業担当の方々
に対してヒアリングを行い、各授業科目の開設や内容などの改善・工夫などに活用する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
教育課程編成委員会は、学則第２５条で示すとおり、教職員および企業等の役員または職員その他必要な委員を持って構
成している。委員会では、教育する分野における人材の専門性に関する動向を十分に把握・分析し、関係業界の要請等を活
かした実践的かつ専門的な職業教育を実践するために、教育課程のカリキュラムの編成、実施及び改善に関する事項につ
いて提言し、その内容は、簡潔かつ明瞭に取りまとめ、本校の関係教職員で構成させるカリキュラム検討委員会に報告す
る。そして、最終的には、校長及び専任の教員をもって構成される教員会の審議を経て校長が決定する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

麻生 周治
ヒルトン　日本・韓国・ミクロネシア地区担当

リージョナル人事業務統括本部長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

名　前 所　　　属 任期

森本　昌憲
一般社団法人 日本ホテル・レストランサービス

技能協会　会長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

田中　幹人
京都ホテル観光ブライダル専門学校

校長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期
　原則として、年に2回（6月と9月）に開催予定

髙岡　良明
京都ホテル観光ブライダル専門学校

教務部　部長

槇塚　康直
京都ホテル観光ブライダル専門学校

ホテル学科　教員
令和5年4月1日～
令和6年3月31日



ホテルオークラ京都、ウェスティン
都ホテル京都、都ホテル　京都八
条、ザ・プリンス京都 宝ヶ池、ハイ
アット リージェンシー 京都、ザ・サ
ウザンド キョウト、京都センチュ

リーホテル、ザ・リッツ・カールトン
京都、ホテルグランヴィア京都、
ACE HOTEL KYOTO、ザ・ホテル

青龍　京都清水、HOTEL THE
MITSUI KYOTO、NOHGA HOTEL
KIYOMIZU KYOTO、アマン京都、
びわ湖大津プリンスホテル、ザ・
リッツ・カールトン大阪、宝塚ホテ

ル

ホテルインターンシッ
プ

ホテルの各セクションで業務を行うことで、ホテルで働く厳しさ
や喜びを体験し、前向きで正しい職業観を醸成するとともに、
礼儀や言葉遣いなど社会人として基本的な能力の必要性を
学びます。ホテルでの４週間必修となり、①ホスピタリティマイ
ンドの修得②会社組織の把握③専門知識・技能の修得を目
指した研修内容とします。
※令和3年度はコロナの影響で現場での研修は行わず、オン
ラインプログラムやゲスト講師を招聘しホテルで働く職業観を
醸成します。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
学生が業界や職種について理解し、一人前の職業人となるために、現場経験が豊富でキャリアモデルとして学生の手本とな
るような講師を紹介いただける企業と連携を行っている。また、派遣いただいた講師には本校の施設設備を活用しながら、業
界の最先端の動向を指導いただくとともに、担当科目において業界で必要とされる最低限の知識・技能を身につけたか、学
修成果の評価を行っていただける企業を選定している。

一般教養科目、専門教養科目、コミュニケーション科目、語学科目のそれぞれの科目において、各企業から講師を招き、理
論とともに実習・演習を交えて、目指すべき職業に必要とされる高度な実践力と豊かな創造力を養う授業展開を行っている。
学修成果については、それぞれの科目において、学習態度、提出課題、出席などとともに試験を行い、一人ひとり成績評価
している。

（３）具体的な連携の例
科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

ホテル英会話Ⅰ

ホテルは世界中から人々が集まる国際的な場所です。ホテ
ルで外国人のお客様をお迎えする為に、英語はとても大切な
コミュニケーション手段のひとつとなっています。「ホテル英会
話Ⅰ」では、あいさつからホテル英会話の基本語彙・基本表
現を学び、チェックイン、予約の受付、客室への案内など、実
際の場面を想定しながらホテル英会話を学びます。また毎回
のレッスンでロールプレイを取り入れ、授業で習った表現を定
着させていきます。外国人講師による授業を通して、外国人
ゲストへの対応、コミュニケーションの取り方を丁寧に指導し
ていきます。

株式会社シー・ティー・エス

株式会社C&G Value Design、ウェ
スティン都ホテル京都、NOHGA

HOTEL KIYOMIZU KYOTO、株式
会社ミリアルリゾートホテルズ、和
倉温泉加賀屋、有限会社東海特

殊観光サービス、京都市産業観光
局、東海旅客鉄道株式会社、

TAKAMI HOLDINGS株式会社、株
式会社J&Jヒューマンソリューショ
ンズ、ワタベウェディング株式会社

京都新卒応援ハローワーク、京都
ジョブパーク、株式会社オータパブ

リケーションズ

ホスピタリティセミナー

社会の仕組みや“仕事”について、また、将来目指す業界・職
種についての理解を深めます。個人ワークやグループワー
ク、現場の方の講演等を通じて正しい職業観を持つとともに、
業界・職種の現状について正しく理解し、「なりたい気持ち」
「なりたい目標」を叶えるための具体的な行動に移します。※
夏季インターンシップの事前指導も行います。

キャリアデザイン

就職活動のプロセスやポイントを理解し、採用試験突破に必
要とされるプレゼンテーション能力（文章表現力・面接表現
力）を身につけていきます。また、人事担当者を招聘したセミ
ナーにより、企業がどのような人材を求めているか、自分がこ
れから何をすれば良いかについて理解し、就職活動に活かし
ます。各種セミナーや様々な面接官による面接練習によって
多くの刺激を得て気付きや発見をし、就職活動を進めていく
力・突破していく力を身につけます。

ダイバーシティ＆イン
クルージョン演習

ホスピタリティ業界で活躍する職業人として、ダイバーシティ
の視点から様々な事例を読み解くとともに、多様なキャリア／
ライフスタイルを学びます。

京阪ホテルズ＆リゾーツ（株）



②指導力の修得・向上のための研修等
●研修名「令和５年度全国専修学校各種学校総連合会近畿ブロック協議会兵庫大会」（連携企業等：全国専修学校各種学
校協会）
期間：２０２３年７月　　対象：職員２名
内容：各府県からの活動事例発表、パネルディスカッションなど

●研修名「京都府専修学校各種学校　府外研修」（連携企業等：京都府専修学校各種学校協会）
期間：２０２３年１１月　　　　　　対象：職員１名
内容：未定

●研修名「専門図書館関西セミナー」
期間：２０２３年６月・２０２４年１月　対象：職員１名
内容：未定

●研修中止等により実績なし

②指導力の修得・向上のための研修等

●研修名「高校生の進路選択行動の変化と今後採るべき募集戦略について」
　（連携企業等：株式会社リクルートDivision統括本部まなび進学情報Division）
期間：２０２２年９月１日（木）　　対象：職員１名
内容：「高校生の進路価値意識の今」「高校生の進路選択行動の変化とオープンキャンパスの在り方」
「情報誌媒体からプラットフォームへfor SCHOOLの進化」

●研修名「令和４年度「教員研修会」」
　（連携企業等：京都府専修学校各種学校協会主催）
期間：２０２２年９月３日（土）　　　対象：職員１名
内容：人の心を動かし、「わかる、できる、やれる」を引き出す指導法 ～学生の目的意識を形作る授業デザイン～

●研修名「令和４年度全国専修学校各種学校総連合会近畿ブロック協議会和歌山大会」（連携企業等：全国専修学校各種
学校協会）
期間：２０２２年７月２５日（月）　　対象：職員１名
内容：「各府県からの活動事例発表」、パネルディスカッション他

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等
●研修名「関西ホテレスセミナー」
期間：２０２４年３月　　対象：教員２名
内容：未定

●研修名「ホスピタリティインダストリー研究所」
期間：２０２３年１１月　対象：教員１名
内容：未定

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

ＦＤ（ファカルディ・ディベロップメント）による職能開発や人間的魅力の向上を図り、その成果をクライアントに還元するための
研修を実施することを目的とし、集合研修、派遣研修、ＯＪＴ研修、通信教育を受講する機会を設けており、コンプライアンス
マニュアルの「研修規程」に定めている。
集合研修は、対象教職員を一堂に集め、内部または企業等からの外部講師により、その能力向上のために実施するもので
あり、「育成計画研修」「職務別研修」「リーダー研修」「人権研修」の４つの区分に基づいた研修計画を立て、教職員一人ひと
りの能力の向上が学校全体の力になるよう取り組んでいる。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等



（４）学修成果

・ 就職率の向上が図られているか
・ 資格取得率の向上が図られているか
・ 退学率の低減が図られているか
・ 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか
・ 卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活
用されているか

（１）教育理念・目標

・学校の理念・目的・育成人材像は定められているか
・学校における職業教育の特色は何か
・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか
・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等
に周知されているか
・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに
向けて方向づけられているか

（２）学校運営

・ 目的等に沿った運営方針が策定されているか
・ 運営方針に沿った事業計画が策定されているか
・ 運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有
効に機能しているか
・ 人事、給与に関する規程等は整備されているか
・ 教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか
・ 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか
・ 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか
・ 情報システム化等による業務の効率化が図られているか

（３）教育活動

・ 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか
・ 教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に
対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか
・ 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか
・ キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方
法の工夫・開発などが実施されているか。
・ 関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラ
ムの作成・見直し等が行われているか
・ 関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシッ
プ、実技・実習等）が体系的に位置づけられているか
・ 授業評価の実施･評価体制はあるか
・ 職業教育に関する外部関係者からの評価を取り入れているか
・ 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか
・ 資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づ
けはあるか
・ 人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員
を確保しているか
・ 関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含
む）を確保するなどマネジメントが行われているか
・ 関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員
の指導力育成など資質向上のための取組が行われているか
・ 職員の能力開発のための研修等が行われているか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、企業等の役職員および卒業生で組織される学校関
係者評価委員会を設置している。この委員会は、本校が経営の現状と課題について適切に把握し、教育活動及びその他学
校運営の改善を的確に行おうとしているかについて、客観的に評価することを目的としている。評価結果やいただいた意見
に対する改善方法について、今後の教育活動及びその他学校運営に活かしていくとともに、ホームページに掲載し広く社会
に公表することでより多くのステークホルダーの理解促進や提携協力につなげ、さらなる学校運営の改善を図っていく。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



●学校運営の情報システム化は学生も理解して進められているか。
⇒従来紙で実施していたアンケート等をデジタル化し、試験的に授業のテストもデジタル化した。自動採点機能があるため、業務効率化
が図れているが作る手間もあるため段階的に行っている。
●就職率向上を図るうえでオンライン面接を取り入れている企業の対策はされているか。
⇒オンライン面接時に確認される傾向にある表情や仕草の事前チェックや、学内でオンライン面接をする際に使用できる機器を取り揃え
て就職支援と対策を行っている。

（１０）社会貢献・地域貢献

・ 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか
・ 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか
・ 地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等
を積極的に実施しているか

（１１）国際交流

・ 留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか
・ 留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がとられ
ているか
・ 留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備されてい
るか
・ 学習成果が国内外で評価される取組を行っているか

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）学校関係者評価結果の活用状況（昨年の委員会から）

（７）学生の受入れ募集

・ 学生募集活動は、適正に行われているか
・ 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか
・ 学納金は妥当なものとなっているか

（８）財務

・ 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
・ 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
・ 財務について会計監査が適正に行われているか
・ 財務情報公開の体制整備はできているか

（９）法令等の遵守

・ 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
・ 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか
・ 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか
・ 自己評価結果を公開しているか

（５）学生支援

・ 進路・就職に関する支援体制は整備されているか
・ 学生相談に関する体制は整備されているか
・ 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか
・ 学生の健康管理を担う組織体制はあるか
・ 課外活動に対する支援体制は整備されているか
・ 学生の生活環境への支援は行われているか
・ 保護者と適切に連携しているか
・ 卒業生への支援体制はあるか
・ 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか
・ 高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組
が行われているか

（６）教育環境

・ 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されている
か
・ 学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教
育体制を整備しているか
・ 防災に対する体制は整備されているか



種別

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

卒業生

有識者

有識者

有識者芦谷 俊貴
京都両洋高等学校

学習進路指導統括部統括部長　学習進路指導部部
長

令和5年4月1日～
令和6年3月31日

（５）様々な教育活動・教育環境
●学校行事の取組状況
●課外活動（サークル活動等）

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
　企業等の業界関係者をはじめ、本校のステークホルダーである保護者、高校の教員、卒業生等に対し、透明性を持って説
明責任を果たすためにホームページを通じて、教育活動や学校運営に関する情報を積極的に発信する。また、「教育事業そ
のもので社会に貢献していく」という考えを軸に取り組んできたＣＳＶ活動や行政・地域・企業との連携によるSDGs推進活動
を中心に学園の概要とあわせて「ホスピタリティ・レポート」としてまとめ、ホームページに掲載する。さらに財務諸表や教職員
データ等は「大和学園データ集」として詳細を公表する。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生、校長等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
公表方法・・・・ホームページ　　公表時期・・・・令和5年10月
https://www.kyoto-carriere.ac.jp/greeting/evaluation.html

（６）学生の生活支援 ●学生支援への取組状況

（１）学校の概要、目標及び計画

●理念・ビジョン
●アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシー
●校長名、所在地、連絡先等
●学校の沿革

（２）各学科等の教育

●入学者数、収容定員、在学学生数
●カリキュラム
●卒業要件
●取得資格、取得を目指す資格・検定
●資格取得、検定合格等の実績
●卒業者数、卒業後の進路（主な就職先）

（３）教職員 ●教職員数

https://www.kyoto-carriere.ac.jp/

（１０）国際連携の状況
●留学生の受入状況
●留学生募集要項

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（７）学生納付金・修学支援
●学費、納入時期等
●奨学金等

（８）学校の財務 ●資金収支計算書、収支収支計算書

（９）学校評価
●自己評価
●学校関係者評価結果

　ホームページにて情報提供

（４）キャリア教育・実践的職業教育
●キャリア教育の取組状況
●実習・実技等の取組状況
●就職支援等の取組状況

滋賀県立大津商業高等学校
進路指導主事

令和5年4月1日～
令和6年3月31日

令和5年4月1日～
令和6年3月31日

大場　由貴子

辻本 剛久
京都西山高等学校
教頭・教務部部長

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和5年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

麻生 周治
ヒルトン　日本・韓国・ミクロネシア地区担当

リージョナル人事業務統括本部長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

柿原　宏幸
京都ホテル観光ブライダル専門学校

同窓会長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日

令和5年4月1日～
令和6年3月31日

令和5年4月1日～
令和6年3月31日

船橋 香菜
株式会社スタイルズ

営業統括本部　ヒューマンリソース室　室長

青山   啓二  株式会社日本旅行　京都四条支店支店長

https://www.kyoto-carriere.ac.jp/greeting/evaluation.html
https://www.kyoto-carriere.ac.jp/
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○ ホスピタリティセミナー

ホスピタリティ業界に携わる講師を招聘して関連知識を学習し、「おも
てなしの心」の大切さとその基本知識を身に付けます。また、業界に
精通した講師による講義を通して、業界で求められる能力や知識を理
解します。就職後の自身の姿をイメージすることで、業界人として働く
意識を醸成します。

１
・
前

30 ○ ○ 〇 ○

○ 自己分析
自分自身の強みや能力を再発見し、就職活動を通じてアピールできる
表現を見つけます。また、仕事をする目的を理解し、今後の就職活動
にむけて必要な準備をします。

１
・
前

30 ○ ○ ○

○ 美しい所作演習
「ホスピタリティマインド」は、形として表現されてはじめて相手に伝わり
ます。一人一人の持てる秘めた魅力を引き出しそれを表現できるよう
様々な角度から指導いたします。

１
・
前

30 〇 ○ ○

○
京都を遊ぶチームビル

ディング演習

入学間もないみなさんの、交流を生み出すきっかけづくりとしてのチー
ムビルディングや、キャンパスを出て、町の動きの只中で学ぶ「フィー
ルドワーク」を取り入れながら授業を進行します。毎回の授業はグ
ループワーク、プレゼンテーションを中心にすすめます。

1
・
前

30 〇 〇 〇

○ ビジネスマナー演習

日本のビジネスシーンにおける習慣やマナーを身につけることで、職
場での良好な人間関係を築くことができます。日本のコミュニケーショ
ンの特徴と、日本のビジネスシーンでの一般的なマナ－、およびホテ
ルや旅行、飲食、製菓業界での基本的なマナーを実践的に学びま
す。

1
・
前

30 〇 〇 〇

○
プレゼンテーション演習

Ⅰ

「自己分析」の講義内容と連携し、自己理解を深めながら、自分の個
性やホスピタリティマインドに自信をもち、それを他者にわかりやすく
伝える基本的な力を培います。

1
・
前

30 〇 〇 〇

○ サービス接遇演習Ⅰ

ビジネスが成立するためには、お客さまが満足すること、お客さまに役
立つ「価値」を提供する必要があります。そのために、お客さま応対の
現場で、お客さまに対してどのような貢献ができるかを考え、実行する
ための「サービスマナー」を身につけます。

1
・
前

30 〇 〇 〇

○ ICTソリューションⅠ

「ＩＣＴ」とはInformation ＆ Communication Technology（情報通信技
術）のこと、この科目では社会生活で求められる情報活用能力を身に
つけます。情報を正しく判断する能力である「情報モラル」やインター
ネットを安心して利用するための「情報セキュリティ」に関する知識を
習得します。

1
・
前

30 〇 〇 〇

○ キャリアデザイン

就職活動のプロセスやポイントを理解し、必要とされるプレゼンテー
ション能力（文章表現力・面接表現力）や語彙力を高めていきます。セ
ミナーや様々な面接官による面接練習によって多くの刺激を得て気付
きや発見をし、就職活動を進めていく力・突破していく力を身に付けま
す。

1
・
後

30 〇 〇 〇 〇

○
ビジネスコミュニケーショ

ン

初対面でも自らコミュニケーションを図る積極性を養います。コミュニ
ケーションワークやグループディスカッションなどを実施することで緊
張感を和らげ、人前で発言をすることが楽しくなる実践力の向上を目
指します。

1
・
後

30 〇 〇 〇

○ 就職試験対策
この授業では、就職試験の選考に勝ち残れるよう集団模擬面接（対
面）を強化し、Web面接も含め、面接の仕組みと筆記試験の仕組みに
ついての理解を深めます。

1
・
後

30 〇 〇 〇

○
プレゼンテーション演習

Ⅱ

効果的なプレゼンテーションを行うための基本知識と実践力を身に付
けます。就職活動はもちろん、ビジネスワーカーに求められるプレゼン
テーション技術と方法を習得し、自己PRをはじめとしたさまざまな質問
に対して、自信をもって伝える力を養います。その他、企業さまへの電
話演習も実践します。

1
・
後

30 〇 〇 〇

○ サービス接遇演習Ⅱ

この授業では、前期の「サービスマナー演習Ⅰ」に続き、「真のサービ
スとは何か」を追求し、プラスαの接遇スキルを身につけます。毎週の
ニュースチェックを習慣化し、時事問題に対する意識を高め、就職活
動やお客さまとの会話で発揮できる力を養います。

1
・
後

30 〇 〇 〇

○ ICTソリューションⅡ

社会生活で求められるＩＣＴ活用能力をさらに身につけるために、この
授業では文書作成、表計算の実習、プレゼンテーションの作成を行い
ます。また、Webサイトやモバイルの情報をアプリケーションで活用す
る方法も紹介していきます。パソコンを使い、自分のやりたいことを形
にする力を身につけます。

1
・
後

30 〇 〇 〇
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〇 宿泊実務
宿泊予約受付からチェックアウトに至るまでの仕事内容を学びます。
ホテル用語を中心に学び、業務の詳細を学習しながら、ホテル宿泊セ
クションを理解していきます。

１
・
前

30 〇 ○ ○

○ ブライダル概論
まずブライダル産業の業種を理解し、業務内容を把握します。最終的
にはホテルウエディングで活躍するために必要となる基本知識を理解
していきます。

１
・
前

30 ○ ○ ○

○ ホテル概論
ホテルでの組織やセクションがどんな役割や業務を担っているのかを
把握し、ホテル全体の概要を理解します。将来の幹部候補生としての
知識を身につけていきます。

１
・
前

30 ○ ○ ○

○ レストランサービス演習Ⅰ
レストランサービスに必要な知識や技術を学びます。お客様の来店を
想定し、ホールの準備から料理提供など、サービスに必要な基本動作
を繰り返し行います。

１
・
前

30 ○ ○ ○

〇 調理サービス実習

フランス・イタリア料理での調理法などを理解し、現場で活躍できる専
門知識を身につけると共に、お客様へのプレゼンテーションができる
知識を身につけます。また、試食により、お客様にタイミングよくサー
ビスすることの重要性を理解します。

１
・
前

30 〇 ○ ○

○ 接客英会話Ⅰ
外国のお客様との様々な場面を中心に、接客する側と接客される側
の会話を学びます。また、ロールプレイを通して発話練習を行い、接
客英会話を身につけます。

１
・
前

30 〇 ○ ○

○ 接客英会話Ⅱ
接客場面での会話だけではなく、外国のお客様に日本の文化等を紹
介したり、さらに広い範囲でのコミュニケーション力を身につけることを
テーマに授業を行います。

１
・
後

30 ○ ○ ○

○ ＨＲＳ特講Ⅰ
国家技能検定試験である、「料飲サービス技能士」３級の合格を目指
す授業です。立ち居振る舞い、ビバレッジのサービス方法、外客をもて
なす為の国際儀礼など、幅広い知識を学習します。

１
・
後

30 〇 ○ ○

○
ホテルビジネス実務検定

特講

ホテルビジネス実務検定ベーシックレベル２級の合格を目指し、基本
的な宿泊実務や料飲、宴会サービス、調理部門等の業務知識、専門
用語を中心に学びます。

１
・
後

30 ○ ○ ○

〇 ホテル業界研究

国内には多数の宿泊施設があるとともにその種類は多岐に分類さ
れ、それぞれの企業ごとに経営理念が異なり、持ち合わせる施設設
備や提供されるサービスにも違いがあります。ついてはそれらの特徴
を、事業所様からの講演を通じて理解するとともに、自分が目指した
いホテルや旅館などをイメージすることで就職活動における企業選択
の一助とします。

１
・
後

30 〇 〇 〇

○ レストランサービス演習Ⅱ

インターンシップの経験等からより高度なレベルに発展させます。料
理等のプレゼンテーション能力を習得し、レストランのホスピタリティマ
インドを具体的に学びます。また、予約状況を想定したシミュレーショ
ンも行い、適応能力も養います。

１
・
後

30 ○ ○ ○

○ ホテルインターンシップⅠ

おもてなしの最高峰であるホテルでの業務や、ブライダル分野での業
務を通して、将来目指すべきホスピタリティ業界で働く厳しさと働く喜び
を学び、また、どのような仕事も他との協力が必要であることを体験す
ることで、協調性を養うことを目的とする。

１
・
後

100 〇 ○ ○

○ 和作法演習
室町時代から伝わる小笠原流礼法を通して「和作法」を学び、和室で
の実習も重ね、実際に役立つように致します。学んだ作法や知識を理
解し、自分の言葉で伝える力も身に付けます。

2
・
前

30 〇 〇 〇

○ ＨＲＳ特講Ⅱ
国家技能検定試験である、「料飲サービス技能士」３級の合格を目指
す授業です。主に料飲接遇サービスを学習し、後半では過去10年間
の学科試験問題を行います。

２
・
前

30 ○ ○ ○
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○ ＨＲＳ特講Ⅲ
国家技能検定試験である、「料飲サービス技能士」３級の合格を目指
す授業です。学科試験の夏季集中講座としてより一層理解力を高め
るために取り組みます。

２
・
前

30 ○ ○ ○

○ ホテルマーケティング

顧客にとって最適な商品の提供を通じて利益をあげ、企業活動を継続
していくための、基本的なマーケティング知識の理解は、サービスス
タッフとしても不可欠です。ついてはこれまでの様々な企業のマーケ
ティング活動成功事例を、グループ・個人のワークを通じて調査、共有
し、売れる仕組みづくりの概念を理解します。

２
・
前

30 ○ ○ ○

○
ホテル・マネジメント技能

検定特講Ⅰ

本講座は2019年から新たに認可されたホテル、旅館業界のマネジメ
ントスキルに対する国家資格「ホテルマネジメント技能士３級」を取得
するための対策授業です。前期の本講座では国家試験取得以外にも
幅広く基礎的なマネジメント知識を習得することを目的としています。

2
・
前

30 〇 〇 〇

○ ホテル英会話Ⅰ
ホテル英会話の基本語彙・表現を学び、実際の場面を想定しながら学
びます。また毎回のレッスンでロールプレイを取り入れ、授業で習った
表現を定着させていきます。

２
・
前

30 ○ ○ ○

○ Ｆ＆Ｂサービス演習Ⅰ
６Ｆのホテル実習室でレストラン営業をし、プレートサービス等、イギリ
ス式サービスによる営業を行います。全員がどの役割においてもサー
ビスできるよう学びます。

２
・
前

60 ○ ○ ○

○ ICTソリューションⅢ

「Word」では視覚効果の高い文書や長文の作成をします。「Excel」で
は複数シートにまたがる計算やデータベースを含むビジネスフォーム
を学びます。さらに「PowerPoint」では図形やスマートアートを利用した
説得力のあるプレゼンテーションを作成します。またアプリケーション
間で情報を共有する方法や、Webやモバイル端末の正しい利用方法
を学びます。

2
・
前

30 〇 〇 〇

○ ソーシャルマナー演習

一年次に学んだサービススキルの知識と実践スキルをさらに発展さ
せ、異文化についての知識と多様性の理解も深めます。さらに、あら
ゆる方々に対して同じサービスをするためのマインドも学び、具体的
に実践する力を身につけます。

２
・
前

30 ○ ○ ○

○
ホスピタリティサービス演

習

ホスピタリティとは、自分を知り、他者を知ったうえで、お互いの違いを
認識しつつも認め合う心持ちです。価値観や考え方の違いを理解し、
寄り添い歩み寄ろうとする気持ちと行動は、ホスピタリティを伝える
サービスの基本です。この授業では、様々なワークなどの実践を通し
てホスピタリティとは何かを深く考えます。また、相手の要望を引き出
し、期待以上のサービスを実践すべく、より細やかなホスピタリティ・
サービススキルの向上や、社会に出てからも応用でき、柔軟かつパー
ソナルに対応できる「人間力」を養います。

2
・
前

30 〇 〇 〇 〇

○
ダイバーシティ＆インク

ルージョン演習

労働力不足やグローバル化への対応、日本型雇用慣行の破綻、世代
間格差などの問題に対する解決策として、ダイバーシティ経営が期待
されている一方で、「とりあえずダイバーシティ」の企業が多いことが課
題である。様々な事例を知り考えることで、真の目的であるインクルー
シブな組織に変えていくやり方を習得する。

2
・
後

30 〇 〇 〇

○ バンケットサービス
料理、サービス、デコレーション、舞台演出などの総合芸術ともいわれ
ている、この宴集会の役割や業務知識、演出などを実習を交えて習得
いたします。

2
・
後

30 〇 〇 〇

○
ホテル・マネジメント技能

検定特講Ⅱ

本講座は2019年から新たに認可されたホテル、旅館業界のマネジメ
ントスキルに対する国家資格「ホテル・マネジメント技能士３級」を取得
するための実技試験対策の授業です。この資格を手にすることで、社
会人としてのスタートダッシュや、より広い視野での考え方が身につく
ことでしょう。

2
・
後

30 〇 〇 〇

○ リーダーシップ論
コーチングスキルを通してリーダーシップを身につけ、これからの未来
を担い、社会に貢献する人材を目指します。

２
・
後

30 ○ ○ ○

○ ホテル英会話Ⅱ
ホテル内でのクレーム対応、観光案内など、英語対応を学びます。毎
回の授業にロールプレイを取り入れ、授業内で習った表現を定着させ
ます。

２
・
後

30 ○ ○ ○
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○ Ｆ＆Ｂサービス演習Ⅱ
プラトーを使用したコンビネーションプレーやクロッシュサービス等、レ
ストランで行なわれている様々なサービス形態を身につけます。また、
ホテル等の関係者をお招きして、演習を実施します。

２
・
後

60 〇 ○ ○

○ ホテルセールス演習
ホテルマーケティング業務において、特に重要な役割を担うセールス
について、高度なコミュニケーション能力と表現力を身に着けながら、
演習形式で学習します。

２
・
後

30 ○ ○ ○

○
ホテル商品開発プロジェ

クト

国内ホテルの分類を再確認しながら、それぞれの特徴を理解し、強み
を活かせるホテル商品企画につなげます。ついては複数回にわたりメ
ンバー構成を変えながら、国内の各ホテルがどんな取り組みを行って
いるのか調査・発表するとともに、魅力的な企画を立案につなげます。

2
・
後

30 〇 〇 〇

○ ホテル宿泊プロジェクト

この授業ではこれまで学んできた宿泊実務での理論、ロビーアテンド
オペレーションや客室オペレーションでの実践を通じて得た知識や技
術を基礎に、ホテルの宿泊部門の司令塔となるフロントオフィススタッ
フの業務を理解します。

2
・
後

30 〇 〇 〇

○ ホテル料飲プロジェクト

①一流ホテルのメインダイニングやグランメゾンと呼ばれるフレンチレ
ストランにおけるサービスの流れや技法を学びます。特に演出効果の
高いロシア式サービスの基本を学ぶことにより、料飲に特化した専門
性の高い実習を展開します。②技術発表会（カクテルコンペティション・
レストランコンペティション）に参加します。③産学官連携プロジェクトま
たは、姉妹校とのコラボレーションに参加し成功体験を実感します。

2
・
後

30 〇 〇 〇

〇 ＴＯＥＩＣ特講Ⅰ

英語でのコミュニケーション能力をはかるTOEICテストは今や社会人
になると必要不可欠なものとなっています。初めてTOEICテストを受け
る方、英語は少し苦手だなと感じている方向けに基礎文法の見直しや
語彙の積み上げ、スコアアップのための攻略法を学べます。

1
・
後

30 〇 〇 〇

〇 宿泊サービス演習

この授業ではホテルの宿泊部門で活躍するドア・ベル・レセプション・リ
ザベーションの各スタッフに必要な知識やスキルを、ゲストを想定した
シミュレーションを行いながら、業務の分担や流れの理解とともに、お
客様への配慮や心遣い、ホスピタリティの表現方法を学びます。

1
・
後

30 〇 〇 〇

〇 ＴＯＥＩＣ特講Ⅱ

英語でのコミュニケーション能力をはかるTOEICテストは今や社会人
になると必要不可欠なものとなっています。このコースは500点突破の
ために必要な語彙を学び、リスニング/リーディング各パート毎の問題
を実際に解くことにより頻出問題を知る事ができます。解き方のコツや
時間配分など自己学習だけでは学べないポイントがたくさん入った
コースです。

2
・
前

30 〇 〇 〇

〇 Front Service English

「ホテル英会話Ⅰ」で学んだ、あいさつからホテル英会話の基本語彙・
基本表現を再復習し、チェックイン、客室への案内、電話応対など、よ
り実践的な場面でのロールプレイを取り入れ、さらなる定着を図りま
す。
外国人講師による授業を通して、外国人ゲストへの対応、コミュニケー
ションの取り方を丁寧に指導していきます。

2
・
前

30 〇 〇 〇

〇
イギリス語学留学（短期）
オーストラリア語学留学

（短期）

イギリスあるいはオーストラリアに4週間留学し、語学スキルの向上と
異文化理解を深める。

2
・
前

160 〇 〇 〇

〇
イギリス語学留学（長期）
オーストラリア語学留学

（長期）

イギリスあるいはオーストラリアに8週間留学し、語学スキルの向上と
異文化理解を深める。

2
・
前

320 〇 〇 〇

〇
ホテルインターンシップⅡ

（長期・有給）

ホテル事業所様においての３ヶ月にわたる実務研修を体験すること
で、実践的な接客対応スキル、社会人基礎力の向上を図るとともに、
目指す仕事のやりがいを体感する。

2
・
前

500 〇 〇 〇

〇
ホテルインターンシップⅡ

（短期・無給）

ホテル事業所様においての１ヶ月にわたる実務研修を体験すること
で、実践的な接客対応スキル、社会人基礎力の向上を図るとともに、
目指す仕事のやりがいを体感する。

2
・
前

200 〇 〇 〇
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商業実務専門課程　ホテル学科　上級ホテルコース　令和5年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

〇 上級マナー・プロトコール
プロトコールは国と国、国際間のエチケットのことで特に国家間の儀礼
上のルールを指し、国際儀礼又は、外交儀礼とも言われています。本
講座を通してプロトコールの知識を明確にとらえてゆきます。

２
・
後

30 〇 〇 〇

〇
Restaurant Service

English

基本語彙・基本表現を学び電話での予約から、メニュー・食材の説
明、注文の聞き方、お勧めの仕方など、実際の場面を想定しながらホ
テル英会話を学びます。また毎回のレッスンでロールプレイを取り入
れ、授業で習った表現を定着させていきます。

２
・
後

30 〇 〇 〇

〇 コンシェルジュ実務

「NOと言わない職業」と言われるホテルコンシェルジュ。ラグジュアリー
ホテルの象徴とも言える究極の接客スキルが求められるコンシェル
ジュに求められる資質や哲学を学び、体得します。お客様のニーズを
深く把握し、情報収集をし、的確に伝わりやすいコミュニケーションス
キルを駆使して伝えることを、実践を交えて理解します。

２
・
後

30 〇 〇 〇

５４科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

　卒業要件：２年以上在学し、所定の課程を修め単位を修得した者
　履修方法：各科目ごとの試験の合格をもって履修したものとする

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

（留意事項）

合計 １８８０単位時間（　　単位）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。


